
バイパス整備による交通渋滞の緩和 ～沿線の地域活性化～

生活の質の向上効果

新潟県上越市中田原～妙高市飛田

生産性向上効果：通過交通の転換により現道の渋滞が緩和
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【所要時間の変化：妙高市街～上越市】

7,560

2,617

7,206

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

開通前 開通後

山麓線ＢＰ

旧道

交通量

(台/12h)
旧道の交通
量が約3割
に減少

通勤が楽に
なりました

山麓線バイパス主要地方道 上越新井線

平成26年時点 →10社
平成27年時点 →12社（＋2）
平成30年時点 →14社（＋2）
令和元年時点 →15社（＋1）
令和４年時点 →17社（＋2）
令和５年時点 →19社（＋2）
令和８年時点 →20社（＋1）
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【交通量の変化】

生活の質の向上効果：企業の進出

｢出典先：国土地理院｣

【令和8年10月現在】

生産性向上効果

全線開通後(平成27年)

沿線に企業進出

令和8年度時点
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平成27年平成23年

新たに企業が進出

交通アクセスが良くなり、
沿線沿いに年々企業が
増えている！


